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リ
サ
イ
ク
ル
コ
ン
パ
ウ
ン
ド

いい
そそ
のの
、、タタ
イイ
にに
進進
出出

東
南
ア
本
格
開
拓

日
祥
現
法
と

ハードコート剤

Ｃ
Ｏ
Ｐ
基
板
用
開
発

タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
向
け

ニ
デ
ッ
ク

ＨＣＶ感染
による肝がん

ゲ
ノ
ム
解
読
成
功

変
異
の
全
体
像
把
握

国
立
が
ん
研

電
力
需
給
対
策

チ
ー
ム
初
会
合

民
主
、来
週
後

半
に
中
間
報
告

震
災
直
後
、
樹
脂
各
社
は

自
社
の
生
産
設
備
の
状
況
、

原
料
調
達
の
可
否
に
つ
い
て

確
認
を
急
い
だ
。
プ
ラ
イ
ム

ポ
リ
マ
ー
は
３
月
１７
日
付
で

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
添
加
剤

な
ど
が
入
手
困
難
に
な
り
、

一
部
銘
柄
に
つ
い
て
は
同
等

品
の
使
用
に
つ
き
需
要
家
の

理
解
を
求
め
る
内
容
の
告
知

を
出
し
た
。
影
響
は
ポ
リ
オ

レ
フ
ィ
ン
だ
け
で
な
く
、
エ

ン
プ
ラ
、
エ
ラ
ス
ト
マ
ー
な

ど
広
く
及
ん
だ
。

と
く
に
深
刻
だ
っ
た
の

が
、
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｆ
ジ
ャ
パ
ン
が

供
給
し
て
い
る
酸
化
防
止
剤

「
イ
ル
ガ
ノ
ッ
ク
ス
」。世
界

標
準
と
も
い
え
る
製
品
で
、

２
０
０
８
年
の
生
産
量
は
酸

化
防
止
剤
と
し
て
は
ケ
タ
違

い
の
２
２
０
０
�
に
の
ぼ
っ

て
い
る
。
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｆ
は
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
工
場
な
ど
の
供
給

に
よ
っ
て
対
応
す
る
体
制
を

整
え
た
。
ま
た
、
同
等
品
を

持
つ
Ａ
Ｄ
Ｅ
Ｋ
Ａ
、
韓
国
・

松
原
産
業
に
発
注
量
を
増
や

す
対
応
を
と
っ
て
い
る
樹
脂

メ
ー
カ
ー
も
あ
る
。

や
は
り
幅
広
く
用
い
ら
れ

て
い
る
日
本
化
成
の
樹
脂
架

橋
剤
「
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｃ
」
も
生
産

を
再
開
し
た
。
そ
の
他
の
製

品
で
も
、
大
内
新
興
化
学
工

業
は
ゴ
ム
用
薬
品
で
中
国
合

弁
会
社
に
よ
る
代
替
品
の
供

給
、
Ａ
Ｄ
Ｅ
Ｋ
Ａ
も
樹
脂
難

燃
剤
で
富
士
工
場
、
台
湾
、

中
国
の
生
産
拠
点
の
活
用
な

ど
、
ア
ジ
ア
を
含
め
た
供
給

網
の
活
用
を
進
め
て
い
る
。

プ
ラ
イ
ム
ポ
リ
マ
ー
は
、

三
井
化
学
と
出
光
興
産
の
２

系
統
の
原
料
調
達
を
残
し
て

い
た
た
め
、
同
等
品
で
も
評

価
が
す
ん
で
い
た
製
品
が
多

く
、
切
り
替
え
は
迅
速
に
で

き
た
と
い
う
。
住
友
化
学
も

同
等
品
の
確
保
に
よ
り
、
供

給
に
支
障
を
き
た
さ
な
い
め

ど
が
立
っ
て
い
る
と
し
て
い

る
。
ポ
リ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ス

も
副
資
材
調
達
に
関
す
る
懸

念
は
払
拭
で
き
て
い
る
。

た
だ
、
同
等
品
が
な
い
製

品
も
あ
り
、
他
の
製
品
で
代

替
す
る
た
め
に
は
評
価
に
時

間
を
要
す
る
こ
と
に
な
る
。

ク
ラ
レ
の
イ
ソ
プ
レ
ン
系
エ

ラ
ス
ト
マ
ー
「
セ
プ
ト
ン
」、

メ
チ
ル
ブ
タ
ノ
ー
ル
系
溶
剤

「
ソ
ル
フ
ィ
ッ
ト
」
は
代
替

品
が
な
く
、
同
社
は
緊
急
性

が
求
め
ら
れ
る
用
途
に
絞
っ

て
供
給
し
て
い
る
。
本
格
再

開
に
は
三
菱
化
学
か
ら
の
原

料
供
給
を
待
た
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

丸
善
石
油
化
学
の
ジ
イ
ソ

ブ
チ
レ
ン
（
Ｄ
Ｉ
Ｂ
）
は
塩

ビ
可
塑
剤
フ
タ
ル
酸
ジ
イ
ソ

ノ
ニ
ル
（
Ｄ
Ｉ
Ｎ
Ｐ
）
の
原

料
。
協
和
発
酵
ケ
ミ
カ
ル
は

他
の
ル
ー
ト
か
ら
の
調
達
で

対
応
す
る
と
し
て
い
る
。

樹
脂
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
確
保
の
う
え
で
障
害
と
な
っ
て
い
た
添
加
剤
な
ど
の
樹
脂
副
原
料
の

供
給
体
制
が
整
い
つ
つ
あ
る
。
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
操
業
停
止
し
て
い
る
三
菱
化
学
の
鹿
島
事
業

所
が
５
月
２０
日
か
ら
再
開
す
る
予
定
と
な
り
、
国
内
の
エ
チ
レ
ン
セ
ン
タ
ー
は
す
べ
て
稼
働
で
き
る

こ
と
に
な
っ
た
。
た
だ
、
被
災
地
域
に
は
樹
脂
副
原
料
メ
ー
カ
ー
が
多
く
、
汎
用
樹
脂
、
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
各
社
は
復
旧
状
況
の
確
認
あ
る
い
は
同
等
品
の
確
保
に
追
わ
れ
た
。
こ
こ

に
き
て
、
特
殊
な
製
品
を
除
い
て
対
応
に
ほ
ぼ
め
ど
が
立
ち
つ
つ
あ
る
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク

ル
を
手
掛
け
る
い
そ
の
（
名

古
屋
市
東
区
、
磯
野
正
幸
社

長
）
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
コ
ン

パ
ウ
ン
ド
で
東
南
ア
ジ
ア
市

場
の
本
格
開
拓
に
乗
り
出

す
。
タ
イ
に
製
造
会
社
を
設

立
し
た
も
の
で
、
チ
ッ
ソ
事

業
会
社
Ｊ
Ｎ
Ｃ
の
商
事
会
社

で
あ
る
日
祥
（
東
京
都
千
代

田
区
、
浅
見
宗
男
社
長
）
の

現
地
法
人
な
ど
と
合
弁
を
組

ん
だ
。
タ
イ
を
は
じ
め
と
し

た
東
南
ア
ジ
ア
で
は
、
自
動

車
や
家
電
分
野
な
ど
で
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
再
生
材
料
の
需
要

が
拡
大
し
て
お
り
、
日
系
企

業
を
中
心
に
得
意
と
す
る
高

付
加
価
値
、
高
機
能
な
再
生

材
料
を
供
給
す
る
。

新
会
社
「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
Ｏ

Ｐ
ｏ
ｌ
ｙ
Ｏ
ｎ
ｅ
」（
イ
ソ
ノ

ポ
リ
ワ
ン
）は
、プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
再
生
・
コ
ン
パ
ウ
ン
ド

事
業
を
手
掛
け
る
。
い
そ
の

と
タ
イ
日
祥
が
４
月
１
日
付

で
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
リ
サ
イ

ク
ル
事
業
を
行
う
現
地
企
業

（
サ
ム
ッ
ト
プ
ラ
カ
ン
県
）に

資
本
参
加
す
る
か
た
ち
で
設

立
。
資
本
金
は
９
２
０
万
�

で
、
い
そ
の
が
筆
頭
株
主
と

な
る
。
従
業
員
は
当
初
２０
人

程
度
。
い
そ
の
社
長
の
磯
野

正
幸
氏
が
社
長
を
務
め
る
。

い
そ
の
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

リ
サ
イ
ク
ル
事
業
で
４０
年
以

上
の
実
績
を
持
つ
。
現
在
、

稲
沢
工
場
（
愛
知
県
）
と
２

０
０
８
年
に
開
設
し
た
九
州

工
場
（
北
九
州
市
）
の
国
内

２
拠
点
で
、
工
場
で
発
生
す

る
工
程
内
不
良
や
市
場
か
ら

回
収
し
た
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

を
ベ
ー
ス
と
し
た
再
生
材
料

を
生
産
す
る
。
有
価
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ス
ク
ラ
ッ
プ
の
ほ

か
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
を

扱
う
た
め
に
産
業
廃
棄
物
収

集
運
搬
業
、
処
分
業
（
中
間

処
理
）
の
認
可
を
有
す
る
。

リ
サ
イ
ク
ル
品
の
使
用
を
推

進
す
る
ト
ヨ
タ
自
動
車
の
認

定
業
者
に
も
な
っ
て
い
る
。

海
外
で
は
９４
年
に
上
海
磯

野
塑
膠
有
限
公
司
を
設
立

し
、
ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ
ン
（
Ｐ

Ｐ
）
お
よ
び
ア
ク
リ
ロ
ニ
ト

リ
ル
ブ
タ
ジ
エ
ン
ス
チ
レ
ン

（
Ａ
Ｂ
Ｓ
）
樹
脂
の
複
合
コ

ン
パ
ウ
ン
ド
事
業
を
行
っ
て

い
る
。
１０
年
に
は
上
海
磯
野

国
際
貿
易
有
限
公
司
を
設
立

し
、
貿
易
業
務
も
開
始
し
て

い
る
。

イ
ソ
ノ

ポ
リ
ワ
ン
で
は

当
面
、
Ｐ
Ｐ
再
生
材
を
主
体

に
生
産
す
る
が
、
い
そ
の
が

保
有
す
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
再

生
材
の
高
機
能
化
・
配
合
技

術
を
駆
使
し
、
Ａ
Ｂ
Ｓ
、
ナ

イ
ロ
ン
な
ど
に
も
業
容
を
拡

大
す
る
考
え
。
す
で
に
上
海

磯
野
塑
膠
か
ら
２
軸
押
出
機

を
移
設
し
試
運
転
に
入
っ
て

お
り
、
よ
り
付
加
価
値
の
高

い
材
料
を
生
産
で
き
る
体
制

を
整
え
つ
つ
あ
る
。

合
弁
パ
ー
ト
ナ
ー
の
タ
イ

日
祥
は
日
系
成
形
メ
ー
カ
ー

へ
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
原
料
供

給
を
主
な
事
業
内
容
と
す

る
。
今
回
の
合
弁
事
業
で
は

製
品
販
売
お
よ
び
材
料
仕
入

れ
な
ど
の
業
務
を
担
う
。

業
務
部
門
に
お
け
る
緊
急
的

な
節
電
対
策
と
し
て
、
照
明
の

一
時
的
な
間
引
き
が
有
力
�
。

電
力
中
央
研
究
所
の
西
尾
健
一

郎
主
任
研
究
員
が
こ
の
よ
う
な

レ
ポ
ー
ト
を
ま
と
め
た
。
オ
フ

ィ
ス
ビ
ル
の
照
明
は
必
要
以
上

に
明
る
い
た
め
、
改
善
の
余
地

が
大
き
い
と
し
て
い
る
。
照
明

の
間
引
き
に
よ
る
照
度
管
理
は

節
電
効
果
が
大
き
く
、
初
期
投

資
が
ほ
と
ん
ど
か
か
ら
な
い
。

照
度
を
現
状
の
平
均
８
７
０
ル
ク

ス

か
ら
５
０
０
ル
ク

ス

に
抑
え
る
こ
と

で
、
関
東
地
域
で
７９
万
�
�
の

節
電
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
あ
る
と

推
計
し
た
。
行
政
が
緊
急
節
電

に
対
応
し
た
推
奨
照
度
の
提
示

や
情
報
提
供
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
と
し
て
い
る
。

照
明
学
会
の
調
査
に
よ
る

と
、
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
の
設
計
照

度
は
平
均
６
３
０
ル
ク

ス

だ
が
、
実

測
し
た
照
度
は
平
均
８
７
０
ル
ク

ス

と
大
幅
に
上
回
っ
て
い
る
。
労

働
安
全
衛
生
法
に
お
け
る
照
度

の
最
低
基
準
は
精
密
作
業
で
３

０
０
ル
ク

ス

以
上
、
普
通
作
業
は
１

５
０
ル
ク

ス

以
上
。
現
状
と
は
大
き

な
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
。
Ｊ
Ｉ
Ｓ

照
度
基
準
の
推
奨
照
度
で
あ
る

７
５
０
ル
ク

ス

と
比
べ
て
も
過
剰
照

明
と
な
っ
て
い
る
。

照
明
を
間
引
い
て
７
５
０
ル
ク

ス

に
抑
え
た
場
合
、
照
明
電
力
は

現
状
に
比
べ
て
１４
％
削
減
、
５

０
０
ル
ク

ス

ま
で
下
げ
れ
ば
４３
％
削

減
で
き
る
。
関
東
地
域
の
ビ
ル

の
削
減
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
推
奨

照
度
を
７
５
０
ル
ク

ス

に
し
た
場
合

は
２６
万
�
�
、
５
０
０
ル
ク

ス

の
場

合
７９
万
�
�
と
推
計
さ
れ
る
。

照
度
管
理
を
緊
急
対
策
と
し

て
推
進
す
る
に
は
、
照
明
の
使

用
者
に
対
す
る
ク
レ
ー
ム
対

策
、
節
電
に
取
り
組
む
企
業
間

の
公
平
性
の
確
保
な
ど
が
課
題

と
な
る
。

ニ
デ
ッ
ク
（
愛
知
県
蒲
郡

市
）
は
、
シ
ク
ロ
オ
レ
フ
ィ

ン
ポ
リ
マ
ー
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
）
系

基
板
・
フ
ィ
ル
ム
に
使
用
で

き
る
有
機
�
無
機
ハ
イ
ブ
リ

ッ
ド
ハ
ー
ド
コ
ー
ト
剤
を
開

発
し
た
。
シ
リ
コ
ン
系
の
無

機
材
料
に
有
機
材
料
を
加
え

た
溶
液
タ
イ
プ
の
紫
外
線

（
Ｕ
Ｖ
）
硬
化
型
材
料
。
現

在
、
一
部
の
需
要
家
に
対
し

サ
ン
プ
ル
供
給
を
実
施
し
て

い
る
。
今
後
、
同
社
は
材
料

の
最
適
化
を
進
め
、
タ
ッ
チ

パ
ネ
ル
を
は
じ
め
と
し
て
幅

広
い
用
途
開
発
を
行
い
、
早

期
の
市
場
投
入
を
目
指
し
て

い
く
。

ニ
デ
ッ
ク
が
開
発
し
た
の

は
、
高
硬
度
と
高
透
明
性
を

両
立
す
る
Ｃ
Ｏ
Ｐ
基
板
用
の

ハ
ー
ド
コ
ー
ト
剤
「
Ａ
ｃ
ｉ

ｅ
ｒ
（
ア
シ
ェ
ル
）
�
Ｐ
Ｃ

Ｏ
」
。
高
い
硬
度
が
得
ら
れ

る
た
め
傷
に
強
く
耐
摩
擦
性

能
に
も
良
好
で
、
タ
ッ
チ
パ

ネ
ル
用
途
な
ど
に
最
適
な
コ

ー
テ
ィ
ン
グ
剤
。
Ｃ
Ｏ
Ｐ
基

板
と
の
密
着
性
も
優
れ
て
お

り
、
前
処
理
を
し
な
く
て
も

コ
ー
テ
ィ
ン
グ
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

Ｃ
Ｏ
Ｐ
は
フ
ィ
ル
ム
、
電

子
部
品
、
光
学
レ
ン
ズ
や
光

学
部
品
、
医
療
用
な
ど
の
さ

ま
ざ
ま
な
用
途
で
利
用
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ

と
高
い
密
着
性
を
示
す
ハ
ー

ド
コ
ー
ト
剤
は
な
く
、
コ
ー

テ
ィ
ン
グ
を
行
う
た
め
に
は

前
処
理
な
ど
が
必
要
だ
っ

た
。同

社
は
Ｐ
Ｍ
Ｍ
Ａ
（
ポ
リ

メ
タ
ク
リ
ル
酸
メ
チ
ル
）
向

け
の
Ｕ
Ｖ
硬
化
型
ハ
ー
ド
コ

ー
ト
剤
を
開
発
し
、
昨
年
か

ら
販
売
を
開
始
し
て
い
る
。

高
い
耐
擦
傷
性
能
、
防
汚
性

能
の
塗
膜
が
得
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
用
の

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
や
光
学
材

料
、
メ
ガ
ネ
レ
ン
ズ
な
ど
の

用
途
で
拡
販
を
行
っ
て
い

る
。新

製
品
は
Ｐ
Ｍ
Ｍ
Ａ
で
培

っ
た
技
術
、
製
品
を
ベ
ー
ス

に
し
て
開
発
さ
れ
た
。
基
板

上
に
膜
厚
７
〜
８
�
�
の
コ

ー
ト
を
行
っ
た
場
合
、
鉛
筆

硬
度
２
Ｈ
を
実
現
し
て
い

る
。同

社
は
、
さ
ら
な
る
最
適

化
な
ど
を
図
っ
て
い
く
と
と

も
に
、
Ｕ
Ｖ
照
射
条
件
の
検

討
や
長
期
安
定
性
な
ど
の
確

認
を
行
い
な
が
ら
、
商
品
化

に
向
け
た
準
備
を
進
め
て
い

く
。

国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー

は
、
東
京
大
学
先
端
科
学
技

術
研
究
セ
ン
タ
ー
、
医
薬
基

盤
研
究
所
と
共
同
で
、
次
世

代
Ｄ
Ｎ
Ａ
解
析
装
置
を
用
い

て
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス（
Ｈ

Ｃ
Ｖ
）感
染
に
よ
り
発
症
す

る
肝
臓
が
ん
の
全
ゲ
ノ
ム
解

読
に
世
界
で
初
め
て
成
功
し

た
。
他
の
が
ん
に
な
い
特
異

的
な
変
異
パ
タ
ー
ン
や
４
つ

の
融
合
遺
伝
子
を
み
つ
け
る

な
ど
、
肝
臓
が
ん
の
ゲ
ノ
ム

異
常
の
全
体
像
が
分
か
っ
た

こ
と
に
な
る
。
テ
ー
ラ
ー
メ

ー
ド
医
療
へ
の
道
筋
が
で

き
、
診
断
や
治
療
の
た
め
に

役
立
つ
基
盤
情
報
が
整
う
。

が
ん
の
ゲ
ノ
ム
解
析
は
英
国

の
乳
が
ん
に
次
ぎ
２
例
目
。

解
析
試
料
は
７０
代
の
が
ん

患
者
の
手
術
時
に
と
っ
た
組

織
の
肝
臓
が
ん
細
胞
か
ら
採

取
し
た
Ｄ
Ｎ
Ａ
。
同
一
患
者

の
リ
ン
パ
球
由
来
の
正
常
ゲ

ノ
ム
を
対
照
に
比
較
し
た
。

ゲ
ノ
ム
を
調
べ
た
と
こ

ろ
、
塩
基
配
列
で
は
１
万
１

０
０
０
カ
所
の
塩
基
が
置
き

換
わ
っ
て
お
り
、
た
ん
白
質

を
コ
ー
ド
す
る
６３
遺
伝
子
に

ア
ミ
ノ
酸
の
置
換
を
引
き
起

こ
す
変
異
が
み
つ
か
り
、
が

ん
抑
制
遺
伝
子
と
し
て
知
ら

れ
る
Ｔ
Ｐ
５３
、
Ａ
Ｘ
Ｉ
Ｎ
変

異
も
確
認
さ
れ
た
。
詳
細
な

解
析
に
よ
り
、
ご
く
一
部
の

が
ん
細
胞
に
起
こ
る
が
ん
抑

制
遺
伝
子
Ｔ
Ｓ
Ｃ
１
の
変
異

も
検
出
さ
れ
た
。
国
立
が
ん

研
に
よ
る
と
、
免
疫
抑
制
剤

の
ラ
パ
マ
イ
シ
ン
が
同
抑
制

遺
伝
子
を
標
的
と
す
る
こ
と

が
報
告
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

治
療
応
用
へ
の
可
能
性
も
あ

る
と
し
て
い
る
。
今
回
の
解

析
に
よ
っ
て
、
融
合
遺
伝
子

は
転
写
活
性
を
変
化
さ
せ
る

変
異
も
み
つ
か
っ
た
。

食品包装を中心に高いシェアを持つ
フィルムコンバーターの大日本印刷と

協力し、用途開拓を進める。上期中にも量
産を開始、本格展開に乗り出す方針。包材
以外の工業用途については複数のコンバー
ターと協力しながら用途開拓に取り組む。
バイオＥＧを原料とし、約３０％が植物由来
のフィルムで、透明性や強度など石油由来
ＰＥＴフィルムと同等の性能を持つ。

３ ＴＰＶの中国展開を本格化－三井化学

４ アジアに相次ぎ販売拠点－カーリット

６ 眼内レンズ市場に再参入－ボシュロム

９ 創薬向け混練機－サーモフィッシャー

１０ 日系企業、東南アでヘルスケア提携活発

民
主
党
は
１９
日
、
電
力
需

給
問
題
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
（
座
長
・
直
嶋
正
行

元
経
済
産
業
大
臣
）
の
第
１

回
会
合
を
開
催
し
た
。
電
力

会
社
と
政
府
か
ら
、
今
後
の

電
力
需
給
の
見
通
し
や
対
策

の
現
状
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
た
。
き
ょ
う
２０
日
か
ら
需

要
家
側
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

開
始
す
る
。
来
週
後
半
に
中

間
報
告
を
取
り
ま
と
め
、
政

策
に
反
映
さ
せ
る
。

東
京
電
力
と
東
北
電
力
が

電
力
需
給
の
現
状
と
今
後
の

見
通
し
、
中
長
期
の
対
策
な

ど
を
説
明
。
経
済
産
業
省
が

電
力
需
給
対
策
の
状
況
を
報

告
し
た
。

直
嶋
座
長
は
、「
夏
場
の
電

力
需
給
対
策
は
当
面
の
最
重

要
課
題
。
大
規
模
停
電
を
避

け
る
べ
く
、
政
府
が
対
策
の

骨
格
を
示
し
、
産
業
界
も
節

電
計
画
の
検
討
を
進
め
て
い

る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

は
幅
広
い
ニ
ー
ズ
を
組
み
上

げ
、
誤
り
の
な
い
よ
う
に
対

策
の
方
向
を
見
い
だ
し
て
い

き
た
い
」
と
述
べ
た
。

原
子
力
発
電
は
核
分
裂
で
生
じ

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
す
る
。
一

瞬
で
核
分
裂
を
起
こ
さ
せ
る
原
子

爆
弾
と
の
大
き
な
違
い
は
、
ゆ
っ

く
り
と
分
裂
を
進
行
さ
せ
る
こ
と

で
あ
る
。
福
島
第
１
原
子
力
発
電

所
の
事
故
は
、
そ
の
制
御
に
対
す

る
技
術
的
な
課
題
を
浮
き
彫
り
に
し
た
▼
東
京
電
力
が

事
故
の
収
束
に
向
け
た
工
程
表
を
示
し
た
。
原
子
炉
を

「
冷
温
停
止
」状
態
に
６
〜
９
カ
月
で
も
っ
て
い
く
の
が

柱
で
、
そ
の
要
は
冷
却
系
の
正
常
化
で
あ
る
。
核
分
裂

の
連
鎖
反
応
を
抑
え
る
に
は
、
と
に
か
く
冷
や
し
続
け

る
し
か
術
が
な
い
よ
う
だ
▼
核
分
裂
と
は
逆
の
核
融
合

を
発
電
に
応
用
す
る
研
究
が
、
日
本
を
含
め
た
国
際
共

同
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。
水
素
の
よ
う
な
軽
い
原
子
核

同
士
を
融
合
さ
せ
、
そ
の
際
に
発
生
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
利
用
す
る
。
実
現
で
き
れ
ば
、
人
類
は
恒
久
的
な
電

力
源
を
手
中
に
で
き
る
と
い
う
▼
日
本
原
子
力
研
究
開

発
機
構
の
核
融
合
実
験
装
置
が
茨
城
県
に
あ
り
、
完
成

し
た
約
２０
年
前
に
、
ド
ー
ナ
ッ
ツ
状
の
炉
内
を
覗
か
せ

て
も
ら
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
核
融
合
に
は
１
億
度
Ｃ
以

上
の
温
度
が
必
要
で
、
プ
ラ
ズ
マ
を
磁
場
で
閉
じ
込
め

な
が
ら
超
高
速
回
転
さ
せ
る
▼
連
鎖
反
応
を
利
用
し
な

い
核
融
合
は
原
理
的
に
暴
走
せ
ず
、
放
射
性
廃
棄
物
の

問
題
も
少
な
い
。
２１
世
紀
半
ば
の
実
用
化
が
想
定
さ
れ

て
い
る
が
、
技
術
的
な
ハ
ー
ド
ル
は
極
め
て
高
い
。
原

発
か
ら
一
足
飛
び
に
は
い
か
な
い
が
、
人
類
の
英
知
で

夢
の
技
術
が
い
つ
か
実
現
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

東
日
本
大
震
災
の
影
響

の
た
め
、
特
別
紙
面
編
成

と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
一
部
地
域
で
遅

配
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
読
者
の
皆
様
に
深
く

お
詫
び
し
ま
す
。

化
学
工
業
日
報
社

〔樹脂副原料の復旧状況〕

復旧状況
欧米工場の出荷で対応
チアゾール系およびスルフェンアミド系加硫促進剤
は中国合弁会社による代替品を紹介
５月中旬までに復旧の可否について結論
一部再開
一部再開
原料供給のめどたち、５月２０日頃から再開

セプトンは医療用途のみ再開、ソルフィット含め全
体として三菱化学の再開待ち

工業用水を要しないものは４月初旬、要するものは
４月中旬から順次再開

復旧作業を急ぐ

順次再開中

５月下旬操業再開、６月中旬本格操業
復旧に向け作業中

通常操業再開に向け準備中

ＴＡＩＣは生産再開、カーボンブラックは復旧に向
け作業中
復旧に約１年間要する見通し
アルミ核材はジャパンケムテックからの生産受託、
５月末めど再開。顔料は一部再開。
地震で数日停止したが復旧、輸送インフラも回復

被災工場
磯原工場（茨城県）

原町工場（福島県）

石巻工場（宮城県）
鹿島工場（茨城県）
鹿島工場（茨城県）
鹿島工場（茨城県）

鹿島工場（茨城県）

小名浜工場（福島県いわき市）
湯本工場（同）
大剣工場（同）
鹿島工場（茨城県）
福島、郡山、須賀川（福島県）、
真岡（栃木県）
友部工場（茨城県）
小名浜工場（福島県いわき市）

太田工場（群馬県）

小名浜工場（福島県いわき市）

千葉工場（千葉県）

鹿島工場（茨城県）

勝田工場（茨城県）

製 品
酸化防止剤「イルガノックス１０１０」

ゴム用老化防止剤、加硫促進剤

カーボンブラック
帯電防止剤
帯電防止剤
ＥＰＤＭ
イソプレン系エラストマー「セ
プトン」、メチルブタノール系
溶剤「ソルフィット」
酸化チタンなどバリウム製品
酸化亜鉛、亜鉛末
誘電体材料、ＦＰＤ用蛍光体材料
樹脂難燃剤

ガラス繊維、樹脂架橋剤

アルミペースト
パール顔料

シリコーン

樹脂架橋剤「ＴＡＩＣ」、カーボ
ンブラック
ＤＩＢ

アルミ核材、顔料

タルク

企 業 名
ＢＡＳＦジャパン

大内新興化学

東海カーボン
花王
ライオン
ＪＳＲ

クラレ

堺化学

ＡＤＥＫＡ

日東紡

旭化成メタルズ
メルク

モメンティブ・パフ
ォーマンス・ケミカ
ルズ・ジャパン

日本化成

丸善石油化学

ＤＩＣ

日本タルク

〔照度基準と実測の比較〕 （ルク
ス ）

８７０

７５０

６３０

３００

１５０

※１：照明学会調査
※２：労働安全衛生法の労働安全規則

ビルの実測照度※１

ＪＩＳ照度基準の推奨照度

ビルの設計照度※１

最低照度基準（普通作業）※２

最低照度基準（精密作業）※２

副副
原原
料料
確確
保保
にに
メメ
ドド

バイオＰＥＴフィルム
本格展開－東洋紡 ２

樹脂メーカー

同
等
品
な
ど
で
対
応

�

東
日
本
大
震
災

照
明
間
引
き
が
有
力
電
中
研

が
推
計

関東で７９万キ ロ
ワット削減

業務部門の緊急節電対策

８７０→５００ルクス
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